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は じ め に 

 
 神戸市は、地方独立行政法人法第 28 条第２項第 1 号の規定に基づき、地方独立行政法人神戸市民病

院機構の令和４年度における業務の実績の全体について総合的に評価を実施した。 

評価に際しては、地方独立行政法人神戸市民病院機構評価委員会条例第２条第２号に基づき、地方独

立行政法人神戸市民病院機構評価委員会の評価に関する意見を聴取し、評価を行った。 
 

地方独立行政法人神戸市民病院機構評価委員会 委員名簿 

 氏   名 役  職  等 

委 員 長 松 尾  貴 巳 国立大学法人神戸大学 副学長 

職務代理者 河 原  和 夫 国立大学法人東京医科歯科大学 名誉教授 

委  員 

伊 藤  文 代 医療法人社団洛和会 TQM 支援センター部長 

今別府  敏 雄 元 厚生労働省政策統括官 

沼 部  美由紀 株式会社クロシェホールディングス 代表取締役 

橋 本  佐与子 認定 NPO 法人 ささえあい医療人権センターCOML 理事 

堀 本  仁  士 一般社団法人 神戸市医師会会長 
 

全体評価 

 項目別評価（大項目評価及び小項目評価）の結果を踏まえ、年度計画及び中期計画の全体的な達成状

況について、記述式による評価を行う。 

大項目評価  

 Ｓ：中期目標・中期計画の達成に向けて、特に評価すべき進捗状況にある（全ての項目の評点が「３」

以上で、「５」の評点の項目がある） 

Ａ：中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる（全ての項目の評点が「３」以上である） 

Ｂ：中期目標・中期計画の達成に向けて概ね順調に進んでいる（全ての項目の評定が「２」以上で、

「３」以上の評点の割合が９割以上である） 

Ｃ：中期目標・中期計画の達成のためにはやや遅れている（全ての項目の評点が「２」以上で、「３」

以上の評点の割合が５割以上９割未満である） 

Ｄ：中期目標・中期計画の達成のためには大幅に遅れている又は重大な改善すべき事項がある（全て

の項目の評点が「２」以上でかつ「３」以上の評点の割合が５割未満、又は「１」の評点の項目

がある） 

小項目評価  

 ５：年度計画を十分に達成し、特筆すべき成果が得られている 

４：年度計画を十分に達成している 

３：年度計画を概ね達成している 

２：年度計画の達成に至っていない 

１：年度計画の達成に至っておらず、抜本的な改善を要する 
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令和４ 事業年度の業務実績に関する評価 

 

評価結果 

全体と し て年度計画を 十分に達成し 、 中期計画の達成に向けて特に評価すべき 進捗状況

にある。  

（ 大項目評価及び小項目評価）  

 
項  目 

 

小項目評価 
大項目評価 

５  ４  ３  ２  １  

市民に対し て提供するサービス
等の質の向上（ ７ 項目）  

1 項目 ３ 項目 ３ 項目   
Ｓ  

特に評価すべき 

進捗状況にある 

中央市民病院（ ６ 項目）  ２ 項目 ２ 項目 ２ 項目   
Ｓ  

特に評価すべき 

進捗状況にある 

西市民病院（ ６ 項目）  １ 項目 ３ 項目 ２ 項目   
Ｓ  

特に評価すべき 

進捗状況にある 

西神戸医療センタ ー 
（ ６ 項目）  

１ 項目 ４ 項目 １ 項目   
Ｓ  

特に評価すべき 

進捗状況にある 

神戸アイ センタ ー病院 
（ ５ 項目）  

２ 項目 ３ 項目    
Ｓ  

特に評価すべき 

進捗状況にある  

業務運営の改善及び効率化 
（ ５ 項目）  

 ２ 項目 ３ 項目   
Ａ  

順調に進んでいる 

財務内容の改善（ ３ 項目）   １ 項目 ２ 項目   
Ａ  

順調に進んでいる 

その他業務運営に関する重要事
項を 達成するためにと るべき 措
置（ １ 項目）  

 １ 項目    
Ａ  

順調に進んでいる  

 

【 小項目評価】  

５ ： 年度計画を十分に達成し 、 特筆すべき 成果が得ら れている。  

４ ： 年度計画を十分に達成し ている。  

３ ： 年度計画を概ね達成し ている。  

２ ： 年度計画の達成に至っ ていない。  

１ ： 年度計画の達成に至っ ておら ず、 抜本的な改善を要する。  

 

【 大項目評価】  

Ｓ ： 中期目標・ 中期計画の達成に向けて、 特に評価すべき 進捗状況にある（ 全ての項目の評点が「 ３ 」 以上で、「 ５ 」

の評点の項目がある）  

Ａ ： 中期目標・ 中期計画の達成に向けて順調に進んでいる（ 全ての項目の評点が「 ３ 」 以上である）  

Ｂ ： 中期目標・ 中期計画の達成に向けて概ね順調に進んでいる（ 全ての項目の評定が「 ２ 」 以上で、「 ３ 」 以上の評点

の割合が９ 割以上である）  

Ｃ ： 中期目標・ 中期計画の達成のためにはやや遅れている（ 全ての項目の評点が「 ２ 」 以上で、「 ３ 」 以上の評点の割

合が５ 割以上９ 割未満である）  

Ｄ ： 中期目標・ 中期計画の達成のためには大幅に遅れている又は重大な改善すべき 事項がある（ 全ての項目の評点が

「 ２ 」 以上でかつ「 ３ 」 以上の評点の割合が５ 割未満、 又は「 １ 」 の評点の項目がある）  
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判断理由 

第３ 期中期目標期間の４ 年目である令和４ 年度は、本市の要請により 、引き 続き 市内の感染状

況に応じ て受入体制を確保し 、 市内の感染症対応の中心的な役割を果たし た。  

また、 前年度同様、 通常の医療を提供するための体制の確保が困難な中、 救急医療や小児・ 周

産期医療、 ５ 疾病に対する専門医療など、 市民の生活に不可欠な医療を継続し て行い、 市民病院

全体では入院・ 外来と も 、 前年度を大き く 上回る患者に対し て診療を実施し 、「 市民の生命と 健

康を守る」 と いう 使命のも と 、 職員が一丸と なっ てこ の難局に対応し た。  

 

市民に対し て提供するサービスその他の業務の質の向上に関する取組み 

（ 新型コ ロナウイ ルス感染症への対応）  

 中央市民病院は市内で唯一の第一種感染症指定医療機関と し て重症患者を 、 西市民病院及び

西神戸医療セン タ ーでは重症に近い中等症患者や介助を必要と する感染症患者を 中心に、 ３ 病

院が連携し て最大で本市の感染症患者向け病床の約５ 割を 確保し 、 こ れまで市内の約３ 割の入

院患者を受け入れた。  

看護師の新規採用者数を増やし たこ と や、 集中治療に対応可能な人材育成に努めるなど患者

受入体制を確保し ながら 、本市の要請に応じ てワク チン大規模接種会場への出務にも 対応し 、ま

た、 合同カ ンフ ァ レンス等を通じ て、 地域の医療従事者への情報提供に努めた。  

中央市民病院は、 令和２ 年 11 月より 運用を開始し た全国で初めてすべての病床で重症患者の

受け入れが可能な臨時専用病棟（ 36 床） を活用し 、 市内で唯一の「 新型コ ロナウイ ルス感染症

重症等特定病院」 と し て重症・ 中等症患者の積極的な受け入れを行っ た。 また、 発症予防を目的

と し た中和抗体薬投与を開始し た。  

西市民病院・ 西神戸医療センタ ーにおいても 、 発生状況に応じ 専用病棟を設置し 、 中央市民病

院の重症病床を 確保するための転院患者など数多く の感染症患者を 受け入れると と も に、 引き

続き 感染症陽性の妊婦の受け入れやリ スク の高い分娩への対応を行っ た。  

また、 西神戸医療センタ ーでは、 救急外来に感染症対応の陰圧診察室を設置し 、 感染症と 救急

の両立を図る整備を行っ た。  

アイ センタ ー病院では、陰圧化が可能な個室・ 手術室の確保を行い、 新型コ ロナウイ ルス感染

症患者の眼科緊急手術に対応し た。  

そのほか、 各病院で作成し ている感染マニュ アルに関し ても 、 適宜見直し を行い、 現状対応に

応じ た内容に改訂し た。  

 

（ 中央市民病院）  

神戸市全域の基幹病院及び救命救急センタ ーと し て救急受入体制を 確保し 、 厚生労働省が実

施する「 全国救命救急センタ ー評価」 において総合評価で９ 年連続全国１ 位と なっ た。 また脳卒

中、 小児科、 心臓血管外科などの各種ホッ ト ラ イ ンの継続などにより 、 円滑な搬送及び受け入れ

を引き 続き 行っ た結果、 コ ロナ禍においても 、 高い水準で応需率を維持し た。  

 がん治療については、化学療法による治療を積極的に進めたほか、国内で初めて開発さ れた手

術支援ロボッ ト hi not or i を新たに導入するなど、 患者にと っ て最適な医療の提供に努めた。  

 また、 第一種感染症指定医療機関の役割と し て、 新型コ ロナウイ ルス感染症だけではなく 、 流

行し たエムポッ ク ス（ サル痘） について、 マニュ アルを整備のう え、 患者受入に備えた。  
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 さ ら に、神戸駅から の無料貸切バスを、三宮駅から も 乗車可能な無料路線バスへ変更するなど、

患者サービスの向上にも 努めた。  

 

（ 西市民病院）  

市街地西部（ 兵庫区、 長田区、 須磨区） の２ 次救急病院と し て、 拡張し た救急外来を活用する

と と も に、 救急受け入れ状況の把握・ 分析等を行い、 救急外来患者数及び救急車受入数を大幅に

増加さ せるなど、 救急医療の提供体制の強化に取り 組んだ。  

小児・ 周産期医療については、 長田区で唯一の小児二次救急輪番体制を 維持すると と も に、

NI PT（ 非侵襲的出生前遺伝学的検査） 受け入れ病院と し て認定を受け、他院受診中の妊婦にも 対

応でき るよう イ ンタ ーネッ ト 予約を 通じ た非侵襲性出生前遺伝学的検査を開始する など、 周産

期医療の充実を図っ た。  

 また、 認知症疾患医療センタ ーと し て認知症鑑別診断を継続し たほか、糖尿病について、 ホー

ムページや動画配信を通じ た情報発信による教育・ 啓発活動を行っ た。  

 

（ 西神戸医療センタ ー）  

神戸西地域（ 西区、 垂水区、 須磨区） の２ 次救急病院と し て、 地域における救急医療を継続し  

て提供し た。 また、 ４ 月には救急外来の改修が完了、 CT 室を整備すると と も に、 陰圧診察室を 

設置し 、 感染症と 救急の両立を図る整備を行っ た。  

小児・ 周産期医療では、救急外来で小児救急患者を毎日受け入れると と も に、小児救急輪番へ 

の参加を 継続し たほか、 地域での対応が困難なハイ リ スク な妊娠への対応など、 地域周産期母

子医療センタ ーと 同等の機能を果たし た。  

がん治療については、 令和３ 年度に設置し た「 緩和ケアセンタ ー」 を活用するなど、 チーム医

療による各患者への対応に取り 組んだほか、 国指定の地域がん診療連携拠点病院と し て総合的

ながん診療を実施し た。  

結核医療については、 他の感染症を合併し ている患者等を 隔離するため、 個室化工事の検討

を開始し た。  

 

（ 神戸アイ センタ ー病院）  

眼科の高度専門病院と し て、 眼科領域の医療を網羅的に提供すると と も に、 24 時間 365 日体

制での眼科救急や、 中央市民病院と 連携し 全身的な症状を有する眼疾患への対応を行っ たほか、

前年度、 市民病院機構初と なる先進医療Ｂ を承認さ れた遺伝子網膜ジスト ロフ ィ ーにおける遺

伝子診断と 遺伝カ ウンセリ ングについて保険収載に向けた手続き を 開始するなど、 引き 続き 標

準医療から 高度専門医療まで質の高い医療を提供し 、 非常に高い患者満足度を達成し た。  

 治験・ 臨床研究については、 開院以降３ つ目の臨床研究と なる網膜色素上皮（ RPE） 細胞凝集

紐移植手術を実施するなど、 眼科領域における次世代医療の開拓に取り 組んだ。  

 また、 連携大学院制度を 活用し た大学院生の採用や国内外の他大学から の医師研修生の受け

入れを行う など、 診療・ 臨床研究を担う 未来の医療人材育成に努めた。  

 

業務運営の改善及び効率化に関する取組み 

長期化するコ ロ ナ禍において看護職員の確保に向けた活動が困難な中で、 年度途中の採用選

考を年間通じ て実施し 、即戦力と なる看護人材を確保し たほか、学校訪問や病院見学会のオンラ

イ ン開催、「 特別推薦選考」 の増員や予定人数より も 多い採用を実施するなど、 積極的な採用活
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動により 、 令和５ 年度に必要と なる人員体制を確保し た。  

 また、 医療従事者の身体的・ 精神的負担が非常に大き く なっ ているこ と から 、 昨年度に引き 続

き 、各病院ではスト レスや不安等に対するメ ール相談及び電話相談を行う など、職員の心のケア

に取り 組むと と も に、 国の補助金などを活用し 、 機構全職員に対し て慰労金を支給するなど、 職

員のモチベーショ ンの維持に努めた。  

そのほか、 各病院の医療情報システムについて、 費用や機能面など様々な観点から 評価し 、 次

回の更新（ 令和８ 年を目途） を最適な形で実現するこ と を目的と し た「 医療情報システム最適化

計画」 に基づき、 市民病院間における情報連携体制の強化に向けた取り 組みを推進し た。  

   

財務内容の改善に関する取組み 

新型コ ロナウイ ルス感染症患者受け入れのための専用病床の確保や一部病棟の閉鎖、 入院制

限や不急な手術の延期など医療機能の縮小が余儀なく さ れる中においても 、 可能な限り 通常診

療を回復さ せた結果、法人全体では入院・ 外来合わせて前年度より も 約４ ％多く の患者に対応し 、

令和３ 年度決算における法人全体の医業収益は前年度比で約 34 億円増加し 、 医業収支も 約４ 億

円改善し た。 さ ら に、 国・ 市から 減収を上回る補助金収入を得て、 当期純損益は約 48 億円の黒

字と なっ た。  

また、 第３ 期中期目標期間の黒字を原資と し て、 前年度より 引き続き 機構内の DX を推進し て

いく 整備を順次行い、業務の効率化や、システムの一体的な整備によるコ スト 削減への道筋を立

てた。  

 

その他業務運営に関する重要事項を達成するために取るべき 措置 

  西市民病院の建替え再整備については、 令和３ 年 11 月に策定さ れた新西市民病院整備基本構

想に基づき 、 新病院に必要な機能や施設等について検討を行い、 令和５ 年２ 月に新西市民病院整

備基本計画を策定するなど、 早期開院に向け、 引き 続き 準備を進めた。  

また、 その基本計画を基に行う 基本設計について、 市の要請に基づいて、 今後の新興感染症に

備え、 感染症患者の迅速な受け入れが可能な病床を確保すると と も に、 感染拡大時には感染症患

者の即時受入が行えるスペースの整備を前提に進めるこ と と し た。  

 

今後に向けての課題 

引き 続き、 優秀な人材確保と 育成を行う と と も に、 救急医療・ 高度医療など質の高い医療を提

供し 、 市民の生命と 健康を守ると いう 使命を果たし ていただき たい。  

 ・ 新興感染症対策 

今後、 新たな感染症が発生し た際にも 、 まずは市民病院機構において、 引き 続き 中心的な役割

を果たし ていただき たい。  

 ・ 地域医療機関と の連携強化 

患者が住み慣れた地域で医療や介護を 受けながら 自分ら し い生活ができ るよう 、 急性期医療の提供

を 通じ て、 地域の医療・ 介護・ 福祉関係者と 連携し 、 患者と その家族等を支援するなど、 地域包括ケ

アシステムを 推進し ていただき たい。  

 ・ Ｄ Ｘ の推進 

  業務の抜本的な見直し や効率化を図ると と も に、 医療機能や患者サービスの向上、 職員の働き

方改革等につながる医療Ｄ Ｘ を推進し ていただきたい。  

 ・ 情報セキュ リ ティ 対策 
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 近年、 国内外の医療機関を標的と し た、 ラ ンサムウェ アを利用し たサイ バー攻撃による被害が

増加し ており 、 万全の情報セキュ リ ティ 対策を講じ ていただき たい。  
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 項 目 評 価 
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※ 理事長の任期は、 令和3年4月1日～令和７ 年3月31日， 理事の任期は， 令和3年4月1日～令和5年3月31日。

　  監事の任期は， 平成31年4月1日～理事長任期の末日を 含む事業年度についての財務諸表の承認日まで。

⑦職員数（ 令和5年3月31日現在）

常勤職員数 3, 501名（ 前年度よ り 4名増加） ※正規職員のほか， 任期付医師， 専攻医， 研修医を 含む。

平均年齢 35. 4歳,  法人への出向者数 465名， 非常勤職員数 927名

監　 事 非常勤 岡　 村 　  　 修
公認会計士・ 税理士（ 岡村修公認会計士税理士事務所）

平成27年4月　  監事就任（ 現職）

監　 事 非常勤 藤　 原　 正　 廣
弁護士（ 京町法律事務所）

平成21年4月　  監事就任（ 現職）

理　 事 非常勤 臨床研究推進 村　 上　 雅　 義

平成22年4月 　 先端医療振興財団（ 現: 神戸医療産業都市推進機構）
　 　 　 　 　 　   専務理事

平成29年11月  理事就任（ 現職）

理　 事 非常勤 南　 　 　 裕　 子
令和元年12月　 神戸市看護大学長

令和元年12月　 理事就任

理　 事 非常勤 小　 西　 郁　 生
令和2年4月　 　 独立行政法人国立病院機構京都医療セン タ ー名誉院長

令和3年4月　   理事就任（ 現職）

平成28年11月  神戸商工会議所副会頭

平成29年4月　  理事就任（ 現職）

理　 事 非常勤 千　 原　 和　 夫
平成26年4月　  兵庫県立加古川医療セン タ ー名誉院長

令和3年10月　  理事就任（ 現職）

理　 事 常　 勤
総務

法人本部
小　 倉　 修　 弘

令和3年4月 　  地方独立行政法人神戸市民病院機構
　 　 　 　 　 　 　 法人本部長

理　 事 非常勤 植　 村  武　 雄

平成27年6月　  小泉製麻株式会社会長

令和2年4月　   神戸市立医療セン タ ー中央市民病院長（ 現職）

理　 事 常　 勤
神戸

アイ セン タ ー
病院

栗　 本　 康　 夫
平成18年4月 　 中央市民病院眼科部長

平成29年12月  神戸アイ セン タ ー病院長（ 現職）

理　 事 常　 勤
西神戸医療
セン タ ー

京　 極　 高　 久
令和2年4月 　 西神戸医療セン タ ー院長代行

令和3年4月 　  西神戸医療セン タ ー院長（ 現職）

地方独立行政法人 神戸市民病院機構の概要

１ 　 現況

①法人名　 　 　 　 　 　 地方独立行政法人神戸市民病院機構

②本部所在地　 　 　 　 神戸市中央区港島南町2丁目2番地

③設立年月日　 　 　 　 平成21年4月1日

④設立に係る 根拠法　 地方独立行政法人法（ 平成15年法律第118号）

理事長 常　 勤 橋　 本　 信　 夫

平成20年4月　  国立循環器病セン タ ー　 総長

平成22年4月　  独立行政法人国立循環器病研究セン タ ー　 理事長

平成27年4月　  国立研究開発法人国立循環器病研究セン タ ー　 理事長

平成28年2月 　 地方独立行政法人神戸市民病院機構　 副理事長

平成29年4月　  地方独立行政法人神戸市民病院機構　 理事長（ 現職）

⑤資本金額　 　 　 　 　 14, 728, 534千円（ 全額神戸市出資）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 平成29年4月増資　 増資前5, 328, 534千円）

⑥役員の状況 （ 令和5年3月31日現在）

役　 職 担　 当 氏　 名 経　 歴

理　 事 常　 勤 西市民病院 有　 井　 滋　 樹

平成24年4月 　 浜松労災病院長

平成29年10月  神戸市立医療セン タ ー西市民病院参与

平成30年4月 　 神戸市立医療セン タ ー西市民病院長

理　 事 常　 勤 中央市民病院 木　 原　 康　 樹

平成28年4月　  国立大学法人広島大学　 副学長

令和元年10月　 神戸市立医療セン タ ー中央市民病院　 顧問
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循環器内科
糖尿病・ 内分泌内科
腎臓内科
脳神経内科
消化器内科
呼吸器内科
血液内科
腫瘍内科
膠原病・ リ ウマチ内科
緩和ケア内科
感染症科
精神・ 神経科
小児科・ 新生児科
皮膚科
外科・ 移植外科
乳腺外科
心臓血管外科
呼吸器外科
脳神経外科
整形外科
形成外科
産婦人科
泌尿器科
眼科
耳鼻咽喉科
頭頸部外科
麻酔科
歯科
歯科口腔外科
病理診断科
放射線診断科
放射線治療科
リ ハビリ テーショ ン 科
救急部
総合内科

消化器内科
呼吸器内科
リ ウマチ・ 膠原病内科
血液内科
循環器内科
腎臓内科
糖尿病・ 内分泌内科
脳神経内科
総合内科
臨床腫瘍科
精神・ 神経科
小児科
外科
消化器外科
呼吸器外科
乳腺外科
脳神経外科
整形外科
血管外科
皮膚科
泌尿器科
産婦人科
眼科
耳鼻咽喉科
歯科口腔外科
病理診断科
放射線科
麻酔科
リ ハビリ テーショ ン 科

救急科
総合内科
脳神経内科
腎臓内科
糖尿病・ 内分泌内科
免疫血液内科
循環器内科
消化器内科
呼吸器内科
腫瘍内科
緩和ケア内科
精神・ 神経科
小児科
外科・ 消化器外科
乳腺外科
整形外科
脳神経外科
呼吸器外科
皮膚科
泌尿器科
産婦人科
眼科
耳鼻いんこ う 科
形成外科
リ ハビリ テーショ ン科
放射線診断科
放射線治療科
麻酔科
病理診断科
歯科口腔外科

眼科

※ 西神戸医療セン タ ーの結核病床は令和５ 年２ 月に50床から 45床に変更許可。

※ 西神戸医療セン タ ーの内分泌・ 糖尿内科は令和４ 年４ 月に糖尿病・ 内分泌内科に改称。

稼　 働
病床数

768床( う ち 感染症10床， 精神身
体合併症病棟8床)

358床 470床( う ち 結核病床45床) 30床

診 療 科

卒後臨床研修評価機構認定施設 認知症疾患医療セン タ ー

許　 可
病床数

768床( う ち 感染症10床， 精神身
体合併症病棟8床)

358床 470床( う ち 結核病床45床) 30床

所 在 地
神戸市中央区港島南町2丁目
1番地の1

神戸市長田区一番町2丁目
4番地

神戸市西区糀台5丁目7番地1
神戸市中央区
港島南町2丁目
1番地の8

主な役割
及　 び
機　 能

救命救急セン タ ー指定病院

地域医療支援病院 病院機能評価認定施設 病院機能評価認定施設

病院機能評価認定施設 卒後臨床研修評価機構認定施設 結核指定医療機関

臨床研修指定病院 神戸市災害対応病院 神戸市災害対応病院

災害拠点病院 在宅医療の支援 在宅医療の支援 国家戦略特区
指定

地域がん診療連携拠点病院 臨床研修指定病院 臨床研修指定病院

2次救急対応 2次救急対応 眼科領域にお
ける 高水準の
医療を 行う 中
核病院

総合周産期母子医療センタ ー
がん診療連携拠点病院に準じ る
病院

地域がん診療連携拠点病院

第1・ 2種感染症指定医療機関 地域医療支援病院 地域医療支援病院

⑧各病院の概要 （ 令和5年3月31日現在）

項　 目 中 央 市 民 病 院 西 市 民 病 院 西神戸医療センタ ー
神戸アイ セン

タ ー病院
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Ｄ 　 Ｘ 　 推　 進　 室

監　 事 神戸市立医療センタ ー
中央市民病院

診療科， 事務局等

神戸市立医療センタ ー
西市民病院

診療科， 事務局等

理
　
事
　
長

理
　
事

法　 人　 本　 部 経　 営　 企　 画　 室

コ ン プラ イ アン ス
推進室

神戸市立
西神戸医療セン タ ー

診療科， 事務局等

神戸市立
神戸アイ センタ ー病院

診療科， 事務局等

令和2年10月 【 西】 地域包括ケア病棟（ 37床） について急性期一般病棟へ機能転換

令和2年11月 【 中央】 新型コ ロ ナウイ ルス感染症病棟（ 臨時病棟） 運用開始

⑩組織図

令和5年2月 【 西神戸】 結核病床50床から 45床へ変更許可、 病床数470床へ（ 一般病床425床， 結核病床45床）

平成29年12月 【 アイ セン タ ー】 神戸アイ センタ ー病院の開設（ 一般病床30床）

平成30年10月 【 西】 認知症疾患医療セン タ ーに指定

令和2年4月 【 中央】 兵庫県新型コ ロナウイ ルス感染症重症等特定病院に指定

平成29年4月 【 西神戸】 西神戸医療セン タ ーの神戸市民病院機構への移管（ 一般病床425床， 結核病床50床）

平成29年7月 【 西】 地域包括ケア病棟（ 37床） 開設

平成29年11月
【 中央】 先端医療セン タ ー病院の中央市民病院への統合
　 　 　 　 （ 一般病床750床， 感染症病床10床， ＭＰ Ｕ 8床， 計768床）

平成28年5月 【 中央】 第2救急病棟運用開始

平成28年8月
【 中央】 北館・ 研修棟新築竣工， ＭＰ Ｕ （ 精神科身体合併症病棟） 開設
　 　 　 　 （ 一般病床690床， 感染症病床10床， ＭＰ Ｕ 8床， 計708床）

平成29年3月 【 西】 東館増築工事竣工

平成25年4月 【 中央】 総合周産期母子医療セン タ ーに指定

平成25年11月 【 西】 地域医療支援病院と し て承認

平成27年1月 【 西】 神戸市災害対応病院に指定

平成23年7月 【 中央】 中央区港島南町に新築移転（ 一般病床690床， 感染症病床10床， 計700床）

平成23年10月 【 西】 歯科臨床研修指定病院に指定 

平成24年4月 【 西】 兵庫県がん診療連携拠点病院に準ずる 病院に認定

平成23年2月 【 中央】 新中央市民病院（ 中央区港島南町） 建築工事竣工

⑨沿革

平成21年4月 【 中央/西】 地方独立行政法人神戸市民病院機構へ移行

平成21年12月 【 中央】 地域医療支援病院と し て承認
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２ 　 神戸市民病院機構の目標

  神戸市立医療センタ ー中央市民病院は市全域の基幹病院と し て， 神戸市立医療センタ ー西市民病院は市街地西部の中核病院
と し て， 神戸市立西神戸医療セン タ ーは神戸西地域の中核病院と し て， 神戸市立神戸アイ セン タ ー病院は眼科領域における 高
水準の医療を 行う 中核病院と し て， こ れまでも 医療機能に応じ て地域医療機関と の連携を 図り ， 患者の立場に立っ て， 市民の
生命と 健康を 守る と いう 役割を 果たし てき た。 今日， 病院を 取り 巻く 環境が急激に厳し さ を 増す中にあっ て， 市民病院と し て
の医療を 市民・ 患者のニーズに応じ て提供する ためにも ， 今まで以上に機動性， 柔軟性及び透明性を 高め， より 効率的な病院
運営を 行う 必要がある 。 こ のため， 市民病院の基本理念を 継承し ， 地域医療機関と の連携及び役割分担のも と で， 引き 続き ，
救急医療や高度・ 先進医療等の政策的医療も 含め質の高い医療を 安全に市民に提供する と いう 公的使命を 果たすと と も に， 地
方独立行政法人制度の特徴を 生かし ， 最大限の努力による 市民・ 患者へのサービ スの向上と 効率的な病院運営を 行う 。
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0. 2

医業収支比率
（ ％）

99. 0 103. 4 98. 8 ▲ 0. 2

アイ
セン タ ー

病院

経常収支比率
（ ％）

100. 3 105. 4 100. 5

1. 6

医業収支比率
（ ％）

91. 8 89. 2 86. 8 ▲ 5. 0

西神戸
医療

セン タ ー

経常収支比率
（ ％）

97. 3 100. 2 98. 9

3. 4

医業収支比率
（ ％）

86. 2 80. 4 83. 6 ▲ 2. 6

西
市民
病院

経常収支比率
（ ％）
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医業収支比率
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全体

経常収支比率
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中央
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病院

経常収支比率
（ ％）

104. 2 109. 2 109. 4

医業収支比率
（ ％）

88. 0 88. 6 89. 6 1. 6

全体的な状況

１ 　 総括

　 令和４ 年度は、 市民病院機構の全職員が一丸と なっ て新型コ ロ ナウイ ルス感染症に対応し 、 神戸市の同感染症対応の中核的
な役割を 担う と と も に、 市民病院と し ての役割を 発揮する ため、 救急医療・ 災害医療、 小児・ 周産期医療、 ５ 疾病に対する 専
門医療の提供、 地域包括ケアシステム推進への貢献を 行っ た。
　 救急医療については、 新型コ ロ ナウイ ルス感染症患者を 受け入れながら 、 安定し た救急医療体制を 構築し 、 各病院の機能と
役割に応じ た救急医療を 提供し た。 中央市民病院では、 新型コ ロ ナウイ ルス感染症の重症患者の受け入れが可能な臨時病棟
（ 36床） の運用を 継続するほか、 日本屈指の救命救急セン タ ーと し ての役割を 発揮し 、 厚生労働省より 発表さ れた「 全国救命
救急センタ ー評価」 において、 評価対象と なる 全45項目で満点を 獲得し 、 ９ 年連続で１ 位に選ばれた。 西市民病院及び西神戸
医療センタ ーにおいても 、 新型コ ロ ナウイ ルス感染症患者の受け入れを 行いながら 地域の患者を 24時間受け入れる 救急医療体
制を 提供し 、 昨年度を 上回る 救急車搬送患者を 受け入れた。 また、 災害医療については、 それぞれの病院で平時よ り Ｂ Ｃ Ｐ
（ 事業継続計画） を 意識し た訓練等に取り 組み、 危機対応能力の向上を 図っ た。
　 小児・ 周産期医療においては、 新型コ ロナウイ ルス感染症の影響によ り 分娩件数や小児患者数はコ ロ ナ以前の水準と 比較す
れば減少し たも のの、 地域医療機関と の連携及び役割分担のも と 、 市民が安心し て子供を 産み育てら れる よ う に、 質の高い小
児・ 周産期医療を 提供し た。
　 ５ 疾病に対する 専門医療の提供では、 地域医療機関と の役割分担及び連携のも と 、 各病院が有する医療機能に応じ て、 ５ 疾
病（ がん、 脳卒中、 心血管疾患、 糖尿病及び精神疾患） に対応し た専門医療を 提供し た。
　 地域包括ケアシステム推進への貢献と し ては、 中央市民病院、 西市民病院、 西神戸医療セン タ ーは地域医療支援病院と し
て、 各病院の役割に応じ た患者の紹介・ 逆紹介を 行う と と も に患者が安心し て地域で療養でき る よ う に、 地域の在宅診療医や
介護施設、 訪問看護ステーショ ン 等と の連携を 強化し た。
　 優れた専門職の確保と 人材育成では、 Web説明会や面接を 継続する と と も に、 感染対策を 行いながら 現地での見学会やイ ン
タ ーン シッ プを 再開する 等柔軟な対応を 行い、 今後の神戸市民病院機構を 担う 新卒世代の職員に加え、 即戦力と し て活躍でき
る人材の確保にも 努めた。 また、 ワーク ラ イ フ バラ ン スの確保に向け、 休暇制度の整備や院内保育所・ 病児保育室等の運営を
継続し た。
　 効率的な業務運営体制の構築については、 機構内における情報共有を 図り 、 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ を 意識し た取り 組みを 進めた。 毎月の
常任理事会や四半期ごと の理事会における月次決算や決算見込、 新型コ ロナウイ ルス感染症への対応等の報告において、 病院
ごと の運営状況を 把握すると と も に、 課題が発見さ れた際は迅速な対応を 行っ た。
　 令和４ 年度決算では、 新型コ ロ ナウイ ルス感染症患者受け入れのための空床確保や看護体制確保のための一部病棟閉鎖、 手
術の延期等によ り 診療機能の制限は生じ たが、 救急医療・ 高度医療等のより 安定的な提供に努めたこ と で医業収支は対前年度
比で3. 6億円の改善と なっ た。 こ れら に加え、 国・ 神戸市の空床確保や医療物資購入に対する 支援事業が継続さ れたこ と によ
り 、 引き 続き 補助収入等（ 100億円） を 確保でき た。
　 また、 世界情勢を 背景と し たエネルギー価格の高騰など 、 病院を 取り 巻く 厳し い環境においても 市民の命と 健康を 守る 役割
を 果たし ていく ために、 引き 続き 、 経営改善や医療スタ ッ フ の働き 方改革に取り 組んだほか、 新興感染症対策、 医療DXの推進
などの患者サービ ス・ 医療機能の向上に繋がる 事業への投資を 計画的に実施し た。
　 こ れら の結果、 令和４ 年度は機構全体で経常損益、 当期純損益は48億円の黒字、 単年度資金収支は純損益の改善により 25億
円の黒字と なっ た。

目標値

項目
令和４ 年度

目標値
令和３ 年度

実績値
令和４ 年度

実績値
目標差
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0人 1, 381人
292, 450人( 令和４
年９ 月26日時点 )

434, 508人 17, 144人 64人 11人 0人

※　 入院患者総数には， 市外受入患者及び他院から 転院し た患者を 含む。

（ 参考） 神戸市の発生状況 令和５ 年３ 月31日時点

患者発生総数 入院患者総数 入院中 宿泊療養施設 自宅療養 入院調整中 死亡 治癒

1, 374人 ( 455人)

計 134床 4, 901人 ( 1, 735人) 448人 ( 127人) 4, 394人 ( 1, 600人)

西神戸医療セン タ ー 45床 1, 465人 ( 469人) 85人 ( 20人)

2, 108人 ( 924人)

西市民病院 43床 1, 100人 ( 298人) 135人 ( 33人) 912人 ( 221人)

中央市民病院 46床 2, 336人 ( 968人) 228人 ( 74人)

（ R4年度）

全体的な状況

２ 　 新型コ ロナウイ ルス感染症への対応

　 中央市民病院は市内で唯一の新型コ ロ ナウイ ルス感染症重症等特定病院と し て、 令和２ 年11月に運用開始し た臨時病棟を 活
用し ながら 、 重症・ 中等症患者を 中心に医療を 提供し た。 西市民病院、 西神戸医療セン タ ーにおいては、 発生状況に応じ 専用
病棟を 設置し 、 軽症・ 中等症患者の受入を 行っ た。 アイ センタ ー病院では、 PCR検査体制の継続や陰圧化が可能な個室・ 手術室
の確保を 行い、 新型コ ロ ナウイ ルス感染症患者の眼科緊急手術に対応し た。
　 また、 中央市民病院では、 発症予防を 目的と し た中和抗体薬投与を 開始、 西神戸医療センタ ーでは救急外来に感染症対応の
陰圧診察室を 整備する と と も に、 各病院で作成し ている感染マニュ アルに関し ても 、 適宜見直し を 行い、 現状対応に応じ た内
容に改訂し た。
　 さ ら に、 ワク チン大規模接種会場等への出務、 神戸市コ ロナ後遺症相談ダイ ヤルから の紹介によ る診察、 神戸市の新型コ ロ
ナウイ ルス感染症外国人診療事業の受託を 継続する 等、 各病院の役割分担のも と 神戸市と 連携を 行いながら 市内の新型コ ロ ナ
ウイ ルス感染症に対応し た。
　 感染拡大期においては、 通常医療の入院・ 手術等の制限は生じ たが、 可能な限り 診療を 継続し 、 新型コ ロ ナウイ ルス感染症
の対応を 行いながら 通常医療を 維持する ため、 看護師の新規採用者数を 増やすなど人員確保や集中治療に対応可能な人材育成
にも 努めた。 また、 長期にわたる 対応によ り 職員の身体的・ 精神的な負担が大き く なっ ており 、 定期的なスト レ スチェ ッ ク や
メ ール相談・ 電話相談等を 実施し 、 職員の心身の健康確保に努めた。
　 新型コ ロ ナウイ ルス感染症対応の経験や取り 組みを 伝えるため、 合同カ ン フ ァ レ ンス等を 通じ て、 地域の医療従事者への情
報提供に努めた。

入院患者の状況 令和５ 年３ 月31日時点

病院
コ ロ ナ受入病床

最大確保時

入院患者総数 退院等（ 死亡） 退院等（ 治癒等）

累計 （ R4年度） 累計 （ R4年度） 累計
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全体的な状況

３ 　 大項目ごと の概要

第１ 　 市民に対し て提供する サービ スその他の業務の質の向上に関する 目標を 達成する ためと る べき 措置
　 市民に対し て提供する サービ スについては、 地域医療機関と の役割分担・ 連携のも と 、 それぞれの病院が共通し て、 救急医
療・ 災害医療、 小児・ 周産期医療、 ５ 疾病に対する 専門医療の提供、 地域包括ケアシステム推進への貢献を 行っ た。
　 中央市民病院は、 新型コ ロ ナウイ ルス感染症への対応のため、 入院については引き 続き 重症・ 中等症患者を 中心に多数を 受
入れ、 感染者数が多い時期は専用の発熱外来を 設置し ながら 救急医療の提供を 継続し たと と も に、 厚生労働省より 発表さ れた
「 全国救命救急セン タ ー評価」 において、 評価対象と なる 全45項目で満点を 獲得し 、 ９ 年連続で１ 位に選ばれた。 がん治療に
ついては、 従来の手術支援ロ ボッ ト ダヴィ ン チに加え、 国内で初めて開発さ れた手術支援ロ ボッ ト hi not or i を 導入し 、 身体へ
の負担が少ない手術や化学療法、 がんゲノ ム医療等の活用、 難治性のがん治療Ｃ Ａ Ｒ －Ｔ 細胞療法など 患者に最適な医療の提
供に積極的に取り 組んだ。 ま た、 神戸医療産業都市の中核機関と し て高度専門病院と の病病連携を 継続する と と も に、 治験・
臨床研究の更なる 推進や医療ニーズ発表会への参加、 共同研究に向けた企業と の調整を 進めた。 市内唯一の第一種感染症指定
医療機関と し て、 市、 県及び地域医療機関と 連携を 図り ながら 、 速やかに患者を 受け入れら れる 体制を 整備し 、 市民の安全を
確保する よ う 取り 組み、 新型コ ロ ナウイ ルス感染症についても 、 重症患者の受け入れなど、 市民病院と し ての役割を 果たし
た。
　 西市民病院では、 新型コ ロ ナウイ ルス感染症発生状況に応じ た病床運営のも と 救急医療の提供を 継続し 、 救急外来患者数及
び救急車搬送受入件数が大幅に増加し た。 また、 リ スク の高い分娩にも 対応し た周産期医療や地域における 小児救急医療を 安
定的に提供すると と も に、 NI PT受入病院と し て認定を 受け、 非侵襲性出生前遺伝学的検査を 開始し た。 認知症患者の対応につ
いては、 認知症鑑別診断や講演会等を 通し 、 神戸市の政策である 「 認知症の人にやさ し いま ち づく り 」 に寄与し た。 さ ら に、
生活習慣病患者の重症化予防に向けた取り 組みと し て、 地域の事業所への出張糖尿病チェ ッ ク や動画配信等を 通し て予防の啓
発を 行っ た。
　 西神戸医療セン タ ーでは、 新型コ ロ ナウイ ルス感染症患者の受け入れを 行いながら も 救急医療体制の制限を 行う こ と なく 市
民の生命を 守るこ と に努める と と も に、 迅速な初療診断に必要なCT室の整備や感染症対応が可能な診察室の増室等、 救急外来
の機能強化を 図り 、 救急外来患者数及び救急車受入れ件数が増加し た。 また、 小児救急外来を 継続し 、 毎週土曜日と 第２ 、 第
３ 水曜日の小児二次救急輪番を 担当し た。 周産期医療については、 ハイ リ スク 妊娠・ ハイ リ スク 分娩の受け入れ、 産後２ 週間
健診の導入等、 質の高い安定し た周産期医療の提供を 継続し た。 がん医療については、 国指定の「 地域がん診療連携拠点病
院」 の指定更新手続き を 行い、 引き 続き 手術支援ロ ボッ ト によ る 身体への負担の少ない手術や相談体制の充実を 図る 等、 総合
的ながん診療を 実施し た。 さ ら に、 市内唯一の結核病床を 有する 病院と し て、 総合的な結核医療を 安定的に提供し た。
　 アイ セン タ ー病院では、 眼科高度専門病院と し て専門領域も 網羅し た診療体制のも と 、 質の高い医療の提供を 継続し 、 24時
間365日体制で眼科救急に対応し た。 また、 令和３ 年度に承認さ れた市民病院機構初と なる 先進医療B「 遺伝性網膜ジスト ロ
フ ィ ーにおける遺伝子診断と 遺伝カ ウン セリ ン グ」 の規定症例数を 終了し 保険収載に向けた準備を 進めたほか、 開院以降３ つ
目の臨床研究と なる 網膜色素上皮（ RPE） 細胞凝集紐移植手術を 実施し た。 そのほかにも 、 公益社団法人Ｎ Ｅ Ｘ Ｔ  Ｖ Ｉ Ｓ Ｉ Ｏ
Ｎ 協力のも と 、 視覚障害者支援の継続や、 連携大学院制度を 活用し た大学院生の採用や海外から の研修生の受け入れ等、 若手
人材の研究機会の確保を 行っ た。
　 安全で質の高い医療を 提供する 体制の構築と し ては、 コ ン プラ イ アン スの推進、 医療安全対策等を 徹底し 、 質の高い医療を
提供し た。 各病院と も 医療安全管理室等を 中心に、 定期的なミ ーティ ン グを 行い、 イ ン シデン ト 事例などの迅速な情報収集及
び分析を 継続し て実施する ほか、 医療安全等の研修会を 実施し た。 また、 西神戸医療センタ ーでは、 日本医療機能評価機構に
よ る病院機能評価の更新審査を 受審し 、 認定病院を 取得し た（ 令和５ 年２ 月５ 日から ５ 年間） 。
　 患者の権利を 尊重し 、 信頼と 満足が得ら れる 体制の構築と し ては、 患者満足度調査や意見箱によ るニーズ把握や改善に努
め、 アイ セン タ ー病院では入院の満足度が５ 年連続100％と なっ た。 ま た、 すでに導入し ている中央市民病院に加え、 西市民病
院、 西神戸医療セン タ ーでも 診療費後払いサービ スを 導入し 、 待ち 時間等の混雑緩和に取り 組んだ。
　 市民への情報発信と し て、 全病院において、 ホームページや広報誌を 通じ て、 病院の新し い取り 組み等について積極的にお
知ら せする と と も に、 神戸市民病院機構の理事長及び４ 病院長のイ ン タ ビ ュ ー記事を 新聞掲載する 等、 幅広く 情報発信を 行っ
た。 アイ セン タ ー病院では開設５ 周年を 迎え、 記念式典・ 記念講演会の開催やポータ ルサイ ト の更新等を 行っ た。

第２  業務運営の改善及び効率化に関する 目標を 達成する ためにと る べき 措置
　 優れた専門職の確保と 人材育成については、 看護職員確保のため「 特別推薦選考」 を 継続し たほか、 感染対策を 行いながら
現地での見学会やイ ン タ ーン シッ プを 実施する 等、 人材の確保に努めた。 ま た、 事務職員のキャ リ アパスを 設定し 、 入職1年
目、 5年目職員を 対象に研修を 実施する と と も に、 入職１ 年目を 対象と し たOJT研修を 開始し 、 業務発表会を 実施し た。 人事給
与制度については、 医師活動奨励手当金制度の構築等、 人事評価結果を 給与等へ反映し 、 職員の能力及び業績に基づく 人事給
与体制の構築に継続し て取り 組んだ。 働き 方改革の推進では、 医師や看護師の業務負担の軽減を 目指し て医療ク ラ ーク や病棟
ク ラ ーク の配置を 継続し た。 人材育成等における 地域貢献においては、 新型コ ロ ナウイ ルス感染症の感染状況に配慮し なが
ら 、 医師、 看護師を はじ めと し た医療系学生の受け入れを 継続し 、 教育病院と し ての役割を 果たし た。
　 効率的な業務運営体制の構築のため、 理事長によ る ヒ アリ ン グを 通じ た年度計画の達成状況及び課題の把握等、 機構内にお
ける情報共有を 図り 、 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ を 意識し た取り 組みを 進めた。 ま た、 毎月の常任理事会や四半期ご と の理事会における 月次決
算や決算見込、 新型コ ロ ナウイ ルス感染症への対応等の報告において、 病院ごと の運営状況を 把握する と と も に、 課題が発見
さ れた際は迅速な対応を 行っ た。 さ ら に前月の時間外勤務状況及び休暇取得状況の報告・ 共有を 行う と と も に、 所属及び個人
宛への通知やヒ アリ ン グを 実施する など 、 法令順守及び職員の健康確保の取り 組みを 進めた。
　 情報連携体制の強化と し て、 令和３ 年度に設置し た「 Ｄ Ｘ 推進室」 において、 機構統一のグループウェ アの導入や患者I Dの
紐づけシステ ムの運用を 開始する と と も に、 サイ バー攻撃対策に関する 状況確認及び対策への取り 組みを 進めた。

第３  財務内容の改善に関する 目標を 達成する ためにと る べき 措置
　 経営に対する取り 組みと し ては、 常任理事会を 毎月開催し 、 情報の共有と 課題の抽出に取り 組んだ。 各病院では院長ヒ アリ
ン グによ る 各診療科や部門における 現状分析や課題の共有、 新たな診療報酬の加算や上位基準の取得、 新型コ ロナウイ ルス感
染症に対応するため、 流行状況に応じ て一般病床の閉鎖や専用病床への人員の集約を 行いながら も 円滑な病床運営・ 専用病床
の確保などに取り 組んだ。
　 収入の確保及び費用の最適化において、 新型コ ロ ナウイ ルスの影響で目標達成が厳し い指標が多い中で、 年度当初に策定し
た経営改善計画に加え、 新たな改善項目に取り 組み、 ４ 病院全体で338百万円の経営改善を 図っ た。 加えて、 医薬品の購入に関
し ては、 機構全体での値引き 交渉を 行い2, 290百万円の薬価差益を 獲得する と と も に、 診療材料の４ 病院合同価格交渉を 行っ
た。
　 計画的な投資の実施と 効果の検証においては、 第３ 期中期計画の投資計画に基づき 、 院内でのヒ アリ ン グを 実施し ながら 医
療機器の更新や施設設備の改良等、 計画的な投資を 実施し た。
　
第４  その他業務運営に関する 重要事項を 達成する ためにと る べき 措置
　 西市民病院の建替え整備について、 新西市民病院整備基本構想に基づき 、 新病院に必要な機能や施設並びに最適な整備手法
などについて病院及び神戸市と 連携を 図り ながら 検討を 行い、 基本計画（ 案） を 公表し た。 その後、 基本計画（ 案） に対する
市民意見募集を 行い、 ２ 月に新西市民病院整備基本計画を 策定し た。
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